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1.1 %�&'
HBKファイバセンシングポータブル BraggMETER PI は、ファイバブラッググレーティン
グ（FBG）センサデータをX�・��するために��された�4スイープレーザースキ
ャンするインテロゲータです。
また、NISTにトレーサブルなe:&�を� し、;<�=>?を!い�@"&Eした#
A(�*が!えます。#ダイナミックレンジ・#Hhのため、�$%&1や'(な�*
�!でも、#いi)BをjCします。
Dいを4k つのBチャネルとEみ�わせることで、このインテロゲータはFにm*G
なセンシングネットワークに+しており、oHのセンサデータを93pBで、i)Bが
0.5 pm IJで、1S/s の93レートをjCします。
�マニュアルは、
のKLにrMしています：

1-FS42PI-4FC ポータブルBraggMETER FS42PI、FC/APCコネクタ x 4sき
1-FS42PI-4SC ポータブルBraggMETER FS42PI、SC/APCコネクタ x 4sき

1.2 システムコンポーネント
ポータブル BraggMETER PI セットにはtuがvまれます：

() 	

1 Windows 10 IoT および BraggMONITOR PI

ソフトウェア� のインタロゲータ
4 w-��コード　(EU, US, UK, Aust/NZ)
1 ��アダプタ
1 ��および��バッグ
1 バッテリパック (モデル: RRC2054-2S)
1 xyのファンフィルタ 40x40 mm
1 ユーザーマニュアル/クイックガイド
1 >?���

1.3 *+,-
HBKB{ インテロゲータには、K|の?しいP}を��するためにN~.のP}O�
をP/とする��	
（�Qファン、B{コネクタアダプタ、バッテリなど）がありま
す。



FS42PI
��な�56

��	
は、�RSや、T(、U(、ほこりなどのK|がP}する�!O�に��す
るコンポーネントであるため、.E��のr0となります。

1.4 FS42PI - ポータブル Interrogator PI を./する0に
FS42PI ポータブルインターロッゲータを�する に、tuの��"�をお1みくださ
い：
� FS42PI - ポータブル Interrogator PI は、バッテリ2PのデータX��Lです。バッテ
リパックの9り:しまたはA�、およびサードパーティ�ケーブルを�したバッテ
リの��を!う に、9V���をよくお1みください。

� バッテリW3が 10% IJの��は、データサンプルの?しい4Pが-なわれます。
K|の��を�れる に、�XW3がN�になっていないか、またはAC��コンセ
ントがY4されていることをZしてください。

� �!U(が 35 º C [95º F]を5える��は、バッテリを��しないでください。
� �<"（4 6"tI）�しない��は、バッテリパックを�'に��したR[で9
り:します。

� タッチスクリーンを\ったものでY7すると、タッチスクリーンに�]�Bな-�を
�えるpB�があります。

� Bインテロゲータのオペレーティング・システムは Windows 10 IoT
です。Windows 10 のKBを�する��は、USB インターフェイスを�して�;の
PC アクセサリ（キーボードとマウス）をY4するP/があります。または、デフォ
ルトでは、Windows On Screen Keyboard がインテロゲータを�して4Pします。
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2 ��および��に�する����

2.1 12に�する����

2.1.1 3い4-の56
s^の�,のEみ�わせA_アウト 89sきビンとj1のバー�,が
�
に`sされている��は、�
がab�� 2002/96/EC
のr0であり、ab��および�のw々で��の�Xシステムを�し
て+されることを��します。すべての�Q�
および���
は、
cdまたは���e�が�EしたX�f�をghして、�e�の��i
ストリームまたは�jとは�に��するP/があります。#い�
を+

�に��することで、�!や�"の�kにlm:を�ぼすpB�を;nできます。
#い�
の����の�5については、�
を<�した=oオフィス、��i�9サー
ビス、または>�pにおJい�わせください。HBKファイバーセンシングは、ANREEE
にq?されているメーカーです。「 Associação Nacional para o Registo de
Equipamentos Electricos e Electricos 」（PT001434）にq?されています。
HBKファイバーセンシングは、Amb3E - 「Associação Portuguesa de Gestão de Residues
de Equipamentos Eléctricos e Electrónicos」との「Utente」タイプの�rをstしまし
た。これは、�Qおよび��K|の��i89のu8、たとえば、ポルトガルo�での
��および�QK|のメーカーであるHBK FiberSensing から Amb3Eへのu8を��しま
す。

2.2 レーザーの789
FS42PI-ポータブルBraggMETER PIインテロゲータには、�Lの�vにレーザーがEみ@
まれています。レーザーは、�に�AなB�です。~Hhレーザーでも、�の	に�A
が�ぶpB�があります。レーザーBの�B�とwx(が~いことは、	でyCのD;
に�さなスポットにz{を�わせることができることを��し、そのt|、}~�な�
�により���な-�がw�します。
レーザーは、&�とNmHh�hによっていくつかの&'クラスにiEされます：クラ
ス 1、クラス 1M、クラス 2、クラス 2M、クラス 3R、クラス 4。
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2.2.1 シンボル

F �, クラス1のレーザー�,

�2.1 ��されているレーザー�	

2.2.2 クラス1レーザ－
ポータブル Bインテロゲータ BraggMETER FS42PI はクラス 1 レーザー�
です：≪�;
の�}�に	や��の-�を�き4こす'(のレーザー�Lができないと¡0されるレ
ーザーまたはレーザーシステム。≫ �;の�O�uでは&'です。クラス 1
レーザー�Lを�するための&'/�はありません。

レーザーの789
レーザータイプ ファイバーレーザー
レーザークラス（IEC 60825-1） 1
チャネルあたりの?@AB r0.3 mW（-5 dBm）
チャネルあたりのCDAB r0.5 mW（-3 dBm）
EF 1500～1600 nm

2.2.3 %��なGH��
レーザー�Lを�するすべての�は、リスクに��するP/があります。レーザーB
は�"の	にはHえませんが、ユーザーの	にダメージを�えるpB�があります。こ
のレーザーは、�Lの��をオンにすると4Pされます。
ユーザーは、データアダプタの��IIに	を¢けたり、BコネクタがJわれていない
R[にしたりしないでください。	のK�のリスクがmきい��は、;に+�な	の�
�がP/です。Bチャンネルが�されていない��（Bコネクタがインテロゲータに
Y4されていない��）は、コネクタを+�なコネクタキャップで��してください。
Bコネクタは、メンテナンスや{)のr0となります。メンテナンス2Lについて
は、30ページのセクション4.3 “���な���の��を”��してください。
�Mしたインテロゲータを�けたり、£9したりしないでください。£9およびキャリ
ブレーションのためには、 HBKにN¤するP/があります。



9
FS42PI
*^およびEに
する��"�

2.3 �I
��
には CE マークがsいており、�
の&'�および��+��に
するO�する
w-�な/�に"�しています。これは、
の��に"�しています：
� ~�¥��（LVD）2014/35/EU –�Q�&'�
� ��+��（EMC）�� 2014/30/EU
��Lは、��+��*�Electromagnetic Compatibility Standardの EN61326/EN55011
Emission Radiated Test Class Aに"�しています。
rMする+�¦P�は、ご/�にMじてごkいただけます。

2.3.1 CEマーク

��
には CE マークがsいており、�
の&'�および��
+��に
するO�するw-�な/�に"�しています。
これは、
の��に"�しています：EMC（2014/30/EU）およ
びRoHS（2011/65/EU+（EU）2015/863）。rMする+�¦P
�は、ご/�にMじてごkいただけます。

2.3.2 UKCAマーク

��
には UKCA マークがsいており、�
の&'�および�
�+��に
するO�するw-�な/�に"�しています。
これは、
の��に"�しています：EMC（Electromagnetic
Compatibility Regulation 2016、No. 1091）およびRoHS
（The Restriction of the Use of Certain Hazardous Substances in
Electrical and Electronic Equipment Regulation 2012、
No. 3032）。rMする+�¦P�は、ご/�にMじてごkい
ただけます。
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2.4 ��で./ているJK
ユーザーの&'に
するQ/な��"�は、Fに'Rして��されています。"�や|
iの,-を;nするためには、これらの��に�うことがQ/です。

シンボル HL
GH この�	は、������の��を ると、S�な、

あるいは��(のK�"�につながるMN9をF し
ています。

�� この�,は、この&'/�"�のL§を�ると、
|i,-につながるMN9について、ユーザーの��
を¨すものです。

OP
この�,は、��
またはその9りVいに
する��
な ��に"してユーザーの��を¨すものです。

ヒント
この�,は、ユーザーに��つアプリケーションに

するヒントなどの��を�しています。

&'
この�,は、��
またはその9りVいに
する��
にrしてユーザーの��を¨すものです。

!"する#$
�� ...

���のテキストを'Rするには、ª«を�してい
ます。これにより、:	の��やファイル、¬、�へ
の
�sけをしています。

� このマーキングは、2L�のアクションを�します。
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3 ��

3.1 コネクタ

�I¬ ®I¬

�3.1 FS42PIの%&'��

�3.1に��されているコネクタと�}ボタンは
のとおりです：
1 VGA コネクタ（:sけモニタのY4）
2 LANコネクタ
3 USBコネクタ（2×）
4 フィルタsき¯Qファン
5 ��コネクタ
6 ��オン / オフボタン
7 �� Bコネクタパネル（ FC/APC または SC/APC コネクタ）
8 �Qファン

3.2 ステータスQR/インジケータ
�Iパネルのu	には、 3つのインジケータがあります。�, 1 は �3.2
�Lの��ステータスを�し、�, 2 はバッテリステータスを�し、�, 3
はBモジュールステータスを�します。
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�3.2 ステータス+,�インジケータ

�, 1 と�, 3 (�3.2) は、1つのVのみです。LED 1 がグリーンの��、インテロゲータ
の��がオンであることを��します。LED 3 がグリーンの��、BモジュールはY4
されたBセンサの1み9りを�Sする"yができていることを��します。
バッテリステータス（LED �, 2 �3.2）は、
の�に�す��レベルにMじて�なるV
を��します。

バッテリ LED
�Vに{  ��レベル > 15 %

Wで{  ��レベル > 7 %

Wで 3 �{¡ ��レベル < 7%、
AC��にY4されていません

Wで{¡ バッテリがないか、バッテリエラーがw
�

OP
バッテリ12が 7% 34になると、 Windows 56でデバイスがシャットダウンします。
バッテリ12が 5% に;すると、�<が=�に>?します。

3.3 ST
¢YＡＣ��で�hを²£する��は、Pず³のＡＣ／ＤＣ��sき��コードを�
し、�のK|と´¤しないでください。
��の��アダプタを�しないでください。
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3.4 スイッチオン
「オン / オフ」ボタンを N�200ミリ¥tI、Nm 1500 ミリ¥¦す(e:：�3.1
11)と、SPします。インテロゲータのソフトウェアが�P�に4Pします。

おUらせ
デバイスをオンにすると、バッテリーLEDが@Aされ、BCプロセスが�Fされたこと
が,されます。デバイスの�<GHIはモニタの�<GHプロセスにL�がかかるMN
がありますので、しばらくおOちください。

ファイバブラッググレーティングベースのセンサをポータブルBraggMETER
PIにY4するには、 FC/APC または SC/APC コネクタを�するP/があります
（�3.1を��11ページの）。コネクタの§¨には��がP/です。コネクタが+れてい
ると、*Eが-なわれ、インテロゲータがµ¶するおそれがあります。+�な©·を�
してコネクタを\ªに§¨することをお¸めします。

3.5 スイッチオフ
インテロゲータをオフにするには、
のいずれかの��を�します。
1. BraggMONITOR PI ソフトウェアのj!�：
� Exit button (�� �3.3)を¦し、ポップアップの�}/�ををHてP/にMじてj!

します。

�3.3 ソフトウェアを��してオフにします。

� または、オン / オフボタン（をe:）を 200ミリ¥tI、Nm1500ミリ¥の"、¦し
4けてから)�します。(��：�3.4)アクションをZするポップアップが��され
ます。
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�3.4 ハードウェア56でオフにする

2. Windows ™�!では、
のことがpBです：
� Windows ボタンを]« し、�� > シャットダウンを�します。
� または、オン / オフボタンを 200～1500ミリ¥¦してから�します。アクションをZ
するポップアップが��されます。インテロゲータを'^�にシャットダウンする
には、ON/OFF ボタンを 4 ¥tI¦します。

メモ
TBCすると、インテロゲータイメージはWMXYLのデフォルトに@Aされます。
つまり、Windows 10 IoT パーティション C: で\]されたすべての^@が_に`され
ます。データがaわれないようにするには、データがパーティション D: にバックアップ
またはbcされていることをdeします。fgについては、35ページのセクション5.1
を��してください。

OP
データの�hIにデータi
ツールがシャットダウンされると、bcされていないファ
イルは�L�なMk D ： \BraggMONITOR PI Data\temp にbcされます。

おUらせ
インテロゲータを!l�にTBCするm�があるMNは、インテロゲータの�<がnれ
るまでオン / オフボタンをpしqけます。bcされていないデータはaわれます。
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3.6 VWおよびXY/バッグ

�3.5 brおよびst�バッグ

��バッグおよびキャリーバッグを9sまたは9:すには、
の2Lをj!します。
� ハンドルºE��カバーを9り:します。
� トルクドライバ20を�して、ハンドルのネジをはずします。
� ハンドルを9り:します。
� インテロゲータからバッグを&L/9り:します。
� 9s�¢に��して、ハンドルを»の¼Lに¬します。
� ハンドルをねじ9sけます。
� ハンドルºE��カバーを»に¬します。

3.7 バッテリパック
FS42PI ポータブルBraggMETERには、K|のIパネルにA�pBなバッテリパックが
s^しています。このバッテリパックの�~は、^い½_®で�されてい
�3.6ます。�¯みバッテリパックはo>モデル（RRC2054-2S）で、
インテロゲータのI（の1��3.6）からアクセスできます。

おUらせ
バッテリーパックのfgについては、サプライヤのWebサイト
（https://www.rrc-ps.com/en/battery-packs/standard-battery-packs/
products/RRC2054-2）を��してください。
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�3.6 バッテリパックのカバー

ポータブル BraggMETER PI を¾めてオンにする に、バッテリを�'に��してくださ
い。s^の 20V ACアダプタを�して、ポータブル BraggMETER PI を 100 ～ 240 V
のAC��ラインに¢YY4します。インテロゲータが��を�Sすると、®のファン
（ �3.1をe:）がP}を�Sする��があります。
バッテリパックを�'に��する°E<"はr 3 <"です。このインテロゲータは、
バッテリで�¿ 5 <"�できます。

おUらせ
バッテリーは800yのzYサイクル{に、|なくとも80%の}2を~�することが�Oさ
れています。

OP
��しないMNは、バッテリパックを=�に��してから�り�してください。
fgについては、3.7.2�を��してください。
バッテリーパックのb���は 1 ��です。このマニュアルに��されているガイドラ
インと����に�って、�nなC�をdbし、���を��に�めてください。
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3.7.1 バッテリ78Z[

おUらせ
fgについては、��_のサプライヤーのウェブサイト(https://www.rrc-ps.com/en/bat
tery-packs/standard-battery-packs/products/RRC2054-2）にあるバッテリーマニュアル
をdeしてください。

� バッテリーを�けたりi)したりしないでください。
� バッテリーを±や²にさらさないでください。�8に-しては¢L³Bを`けてくだ

さい。
� バッテリーを´µさせないでください。
� バッテリーを¶や�きHしに·}¸に�8しないでください。¶や�きHしの�に

は、バッテリーがÀいに´µしたり、�のa^�のものによって´µしたりするおそ
れがあります。

� バッテリーにK¹�なbºを�えないでください。
� バッテリーの»が¼れた��は、»�が��や	に7れないようにしてください。
Y7した��は、½	をo3の�で¾¿し、ÁÀのcÂをÃけてください。

� �K|で�するためにF�にÁ²されている��|t:の��|を�しないでく
ださい。

� バッテリーおよびK|のプラス（+）およびマイナス（-）マークをZし、?しく�
してください。

� バッテリーは�²の2のÂかないところに�8してください。
� バッテリーは§ÃでÅいたR[に�つようにしてください。
� � にバッテリーを��するP/があります。
� �するアプリケーションでは、バッテリーのみを�してください。
� �していないときは、pBであれば�Lからバッテリーを9り:します。
� 1ヶÄtIバッテリーを��R[で�8しないでください。
� バッテリーを��せずに1ÅtI�8しないでください。
� バッテリーはリサイクルまたは+�に��するP/があります。

3.7.2 バッテリパックを�り\す]^
バッテリのA�は、ここで��する2Lに�って!うP/があるÆWなプロセスです。
これは、2Lを§らないと、�pd�な-�がw�するpB�があります。

OP
�����（ESD）を�ぐためにm�な��を�ってください。

https://www.rrc-ps.com/en/battery-packs/standard-battery-packs/products/RRC2054-2
https://www.rrc-ps.com/en/battery-packs/standard-battery-packs/products/RRC2054-2
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バッテリをA�するには、
の2Lに�います：
� インテロゲータをオフにし、�� LED がÇ するまでÈちます。
� インテロゲータに��ケーブルがY4されている��は、��ケーブルを9り:しま

す。
� ��バッグを9り:します（セクション の 3.6にある2Lをe:）。
� セルフクリンチングファスナをK<��りにÉめます（�3.7の1 ）。

�3.7 カバーを�り�すために��ピンを�めます。

� カバーをÊちIげて、�3.8の1に�すように、カバーを�さ�¢にÇけ�きHします
(�3.8の2)
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�3.8 バッテリカバーの�り�し

� バッテリーパックの�きHしフラップを�して、9り:しが�ËになるようにÊち
Iげます（�3.9の 1�）。

�3.9 バッテリパックを�り�す ¡
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3.7.3 バッテリパックの_`

OP
�¢をセットする£に、mずインテロゲータの�<をnってください。

バッテリパックを��するには、
の2Lに�います。
� �3.10のように、バックパネルスロットにバッテリーパックを�わせます。

�3.10 バッテリーパックの¤¥Nわせ

� �きHしフラップがロックホルダーのuにあることをZし、ºEピンにアクセスで
きるようにします。
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�3.11 ¦きXしフラップの§¥

� eをÌ	までスライドさせてÍ�し¢し(�3.12の1), ~Eの¼Lまで¦しuげ
(�3.12の2�),そしてロックピン(�3.12の3�)をsめてºEします。

�3.12 バッテリーパック¨を©じる
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3.8 タッチスクリーンのキャリブレーション
FS42PI タッチスクリーンにカバーが9りsけられている��は、
の2Lに�ってタッ
チスクリーンのキャリブレーションをÎりNすP/がある��があります。
� Windows のスタートメニュー (�3.13の1)にuPし、eGalaxy Touch フォルダで

Configure Utility (�3.13の2)を¦します;

�3.13 eGalaxy Touch をª«します

� ユーティリティをロードしたら、タブ Tools (�3.14の3)を]«し、
[4 Points Calibration]ボタン(�3.14の4 )を¦して、�Iのキャリブレーションを�S
します。
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�3.14 スクリーンキャリブレーションの�

� �Iに��される2Lに�います。

おUらせ
インテロゲータをシャットダウンまたはTBCすると、Aしいキャリブレーションはa
われ、デフォルトのキャリブレーションがロードされます。

3.9 アクティブクーリングシステム
ポータブルインテロゲータの±89は、¯Qファンと�QÏファンをvむアクティブク
ーリングシステムによってj!されます（¬3.1�,4および8をe:）。インテロゲータ
の��が�っている"は、�	U(が50º C（122º F）にfするとファンが}PしSめま
す。�	U(が45º C [113º F]にfすると、ファンの}PはÉnします。
¯Qファン（の4�は�3.1）フィルタによって��されており、これによりmきなほこ
りがデバイスにÊ�しないようになっています。	にHえる+れがある��は、§¨ま
たはA�することをお¸めします。フィルタが+れていると、K|の�QやË¤が-な
われ、K|がgP}したり,-したりするpB�があります。

メモ
®¥が¯°すると、±²³が´�にµ¶する·¸�があります。
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3.9.1 フィルタのクリーニング
フィルタをクリーニングするには、
� 4 �のネジを:し、フィルタを9りHします。

�3.15 ファンフィルタ��

� フィルタのK|:のIの+れを、§¿な¥ÐÑQやÒÓなどでÌきhばします。
P/な�HだけÎりNして、きれいにします。

� 4�のネジをºEしているフィルタをÍ(9りsけます。

3.9.2 フィルタのbc
フィルタが-�している��、またはフィルタをÆWに§¨できない��は、A�する
P/があります。�K|には、A�に�できるxyのファンフィルタが 1
つs^しています。
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�3.16 ¹ºのファンフィルタ

� フィルタをA�するには、4 �のネジを:してフィルタを9りHします。
� 4 �のねじで6しいフィルタを9りsけます。

3.10 `defコネクタパネル
Bコネクタは、コネクタをK¹�な-�から��し、アダプタが-�した��のアダプ
タA�を�Ëにするために、�� パネルに9りsけられています(e:：セクション
4.3.2 “»µしたコネクタ”、32ページ)

3.10.1 アダプタのbc
アダプタが-�した��は、A�するP/があります。FC/APC アダプタの��は
1-FS80-100 、 SC/APC アダプタの��は 1-FS80-300 をご��ください。

OP
デバイスを¾¿なMkで��させたÀÁで、これらのÂ�をmず\]してください。

� パネルを9り:すには、4 �のネジ (�3.17の1 �)、をÉめパネルをÔQに�きHし
ます（�3.17の 2 �)。ÎれやすいBケーブルがY4されていて、,-するpB�が
あるため、これらのケーブルに·9なhをÏえないように��してください。
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�3.17 ÃÄÅコネクタパネル

� アダプタからコネクタのY4を:します。
� アダプタをパネルから9り:します。

- FC/APC アダプタ : ナットをÉめて9り:します
- SC/APC アダプタ：ネジをÉめて9り:します

� 6しいアダプタを+します。
� パネルの¼Lを�わせ、ネジをsめ¢します。
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4 ��

4.1 ?@gh
�;、ファイバブラッグ��)Hネットワークは、¢ÐにY4されたiHのセンサのラ
インにiÑされます。�4.1に�すように、�;の FBG
ラインのセンサには、それぞれのラインがBコネクタにrMしています。

ひずみ

U(

ÇÕひずみ

�4.1 Æ+�なセンシングネットワーク

ÒBコネクタは、1500 nm ～ 1600 nm の&�のセンサにrMします。チャンネル�のセ
ンサのHは、Òセンサが�するスペクトルÖÓについての�EにMじて�¶します。
ÔなJ�は、jYするセンサの&�のオーバーラップです。ÒBチャネルはÕ<に*E
データを93できるため、センシングネットワークでÕ<にoHのFBGセンサを�で
きます。HBKファイバ・センシングは、1つのBチャンネルにつきNm18�のnewLight
!"センサを°Öします（× ひずみセンサ 9 �、U(!"センサ 9 �）。
この×kにより、iHのKBがpBになります。つまり、ÕじBコネクタでひずみ、
U(、�¼、¥h、Ïl(などを*Eできます。
)Hネットワークは、Bファイバ�に EM/RF ØÙやmきなB-Øがないことから、
インテロゲータからNm 10 km %れた�~に&Lできます。
Ò FBG センサは、*E3にのみ��するFEの�v&� (λ0)を�します。つまり、
このテクノロジでは、システムをシャットダウンするたびにÍキャリブレーションを!
うP/はありません。
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ポータブル BraggMETER PI は、��Ú（バッテリ2P）でÊちTびがÆW
（�ÚでS3）、さまざまなプロジェクトでÆWに�できるように��された��p
Bなインテロゲータです。

4.2 �i
tuのE%は、このK|にのみ+されます。

4.2.1 EF
&�Gは、ファイバブラッグ��KLスペクトルのピーク<の&�にrMします。これ
は��にブラッグ&�とÛばれます(�4.2)。

'
(

(d
Bm

)

&�(nm)

*EpBなFBGKLスペクトル

&�

�4.2 ÈÉ
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4.2.2 jk
'(のGは、ピーク&�でのファイバブラッググレーティングによってKLされるB'
(にrMします (�4.3)。

'
(

(d
Bm

)
'(

*EpBなFBGKLスペクトル

&�(nm)

�4.3 !Ê

4.2.3 スマートピークlmA(SPD)
SPD では、Òセンサの�EpBなÖÓのピークをÜ"とした、�々のしきいGおよび+
MしきいGのÝ�を�じて、インテロゲータがÁ²する#ダイナミックレンジをÞ|�
に�できます（�4.4をe: ）。
しきいGは、FBG ピーク�Úで��される'(レベルにrMし、ÒBチャネルごとに dB
W¼でE%されます。しきいGは、ÒÖÓのN#ピークにe:され、ÒÖÓで��にP
}します。
ÒセンサÖÓ�では、1つのFBGセンサのみが�Úされます。これにより、�/なピーク
がU,�Úに�ぼすm:を��しないことで、U,の&E�をZ�しながら、�4�ま
たは<々w�するpB�のある*EIのJ�を;nできます。
ÆWにPうと、このKBは、スペクトル'�にW�のしきいG1を�する�Ûの��
でHられる^.をßÜするのにFに+しています。#/~à�のKLÝをÊつFBGをÕ<
にkする��があり、U,-Øの�なるセンサの&E)HがHÛないÞのm�があり
ます。したがって、SPDは*Eの&E�とA(を¢IさせシステムのÞÝを¢Iさせま
す。
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'
(

 in
 d

Bm し
き

い
G

ÖÓ 1 ÖÓ 2 ÖÓ 3

&�(nm)

)Hされないピーク
)Hされたピーク

し
き

い
G

し
き

い
G

�4.4 しきいË（Smart Peak Detection��）

4.3 %��な��nのop
)HネットワークまたはBY4にiHのJ�があるため、*Eの�·�がw�するpB
�があります。���なJ�のいくつかのリストをtuに�し、そのw�と£?の��
を�します。

4.3.1 コネクタのqれ
Bコネクタを�してイン／アウトをY4する��は、Y4 にコネクタをクリーニン
グすることがD;にQ/です。そうしないと、インテロゲータのアダプタにほこりやT
Qがs�し、*EGが-なわれるpB�があります。�4.5に、ßmされたコネクタの�
áが��されます。àいáVのâはファイバクラッドにrMし、�さいáVのâはファ
イバのコアになります。きれいなコネクタの�の¬と+れたコネクタの®の¬が��さ
れています。

コネクタの+れ コネクタの+れ

�4.5 コネクタのÌれ
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Y4	の+れのNも���なm:により、Y4	でà�¢にmきなブロードバンドBが
KLされ、*Eのダイナミックレンジが�さくなります。

'
(

(d
Bm

)

&�(nm)

きれいなコネクタスのペクトル
+れたコネクタのスペクトル

ダイナミックレンジのâã

�4.6 コネクタのÌれによるÍ	のÎ|

Bインテロゲータアダプタをクリーニングするには、+�なクリーナ（HBK�の 1-FS-
CLEANER またはÕÞ
）を�します。オプティカルアダプタにãäをÍ�し(�4.7)
スワブを;にÕじ�¢に�Uさせます。
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�4.7 アダプタのクリーニング

4.3.2 rsしたコネクタ
また、データアダプタのスリーブが,-することもあります。この��、Bコネクタを
Í�しても、+�な¼L�わせが!われず、*EGが-なわれます。,-したスリーブ
は、 �4.8に�すようになります。

�4.8 アダプタのÏÐが»µしています
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このJ�を)åするには、�の3.10.1アダプタのÑÒ、(ページ25)の��に�ってäにn
むか、 HBK ファイバセンシングにおJい�わせください。

4.3.3 tufファイバのvw
すべてのY4が?;にj!されていても、データサンプルがアレイIのセンサを)Hし
ないことがあります。その9hの 1 つは、)H|をoåさせるKLBの'æであるpB
�があります。
Bファイバが�'に�0されると（�4.9 �）、Bがm3にファイバコアに®�¢にK
Lされ、B)H|に¢かってnむ。このような��は、インデックスマッチングゲルま
たはアングル./を�するP/があります。これらが�できない��は、a^©·
を�してファイバのä/をつぶすことができます。これにより、�'な®R
（®）が,Î�4.9 され、KLされるBは、コアの:のランダムな�¢にßxし
ます。

KLBファイバの./ æçファイバの./

�4.9 ÓÔÕファイバのÖ×

4.3.4 fファイバのxy
çらかの9hで、ファイバが��のセンサ"で,-した��、Mèのèにあるセンサが
BスペクトルからÇØし、)Hされないことがあります。
ファイバが	i�に,0しているが、Bが�'にはixしていない��もあります
（たとえば、ファイバがY�éでJわれた�_で-�している��など）。
これにより、ファブリペロットÞ|がw�します。このBはキャビティ�でiHのKL
をÃけ、?é&のêKLを�じます。�4.10 に、これら 3 つのケースでのKLスペク
トルのëì¬を�します。
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'
(

ファイバ01

イニシャル

'
(

'
(

&�(nm)

&�(nm)
ファイバ,-

ファブリーペウム

�4ファイバ

ファイバの
,-および
í-

,-してい
るが、Bp
がアライン
されている

�4.10 ファイバの»µによるÍ	のC�
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5 オペレーティングシステム

FS42PI オペレーティング・システムは Windows 10 IoT であり、vまれるソフトウェア
は BraggMONITOR PI です。このEみ�わせにより、おêîは Windows 10 IoT
KBを�し、BraggMONITOR PI ソフトウェアに¢Yアクセスして、*Eの#$、
データの93、��、��を!うことができます。

おUらせ
Windows 10 IoT をØしく��するには、 USBインターフェイスをÙしてÚÛの PC
アクセサリ（キーボードとマウス）をÜqするm�があります。または、デフォルトで
は、Windows On Screen Keyboard がインテロゲータを��してBCします。

Windows 10 IoT のT��の�5については、Microsoft サポートをe:してくださ
い。

5.1 ディスクイメージ
ディスクイメージの,-にrする��のため、4P<にインテロゲータのイメージがデ
フォルトバージョンに]»されます。
これは、パーティション C: でj!されたすべての��が、インテロゲータの4P<にë
qされることを��します。
データはパーティション D: に��されるため、データはØわれません。ただし、パーテ
ィション C にファイルを��する��は、Pず:sけドライブまたはパーティション D
にバックアップして、データがØわれないようにしてください。

メモ
Windows 10 IoT パーティション C: で\]されたすべての^@は、TBCLに_に`り
ます。データがaわれないようにするには、データがパーティション D:
にバックアップまたはbcされていることをdeします。fgについては、
ページのセクション5.1 35を��してください。
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6 リモート#$

FS42PI デバイスは、イーサネットghでリモート�}できます。デバイスを�}するに
は、tuをZするP/があります。
� インテロゲータの��が�っていること。
� �している PC がÕじサブネットIにあること。
� �LでのデータX�が.Tしていること。

おUらせ
Üqの��がないことをdeするには、30 m 34のe�イーサネットケーブルのみを�
�してください。(ISO/IEC 1108)

6.1 IPz�

6.1.1 {| IP （DHCP）
デフォルトでは、 LAN ケーブル（RJ45）をデバイスにY4すると、IP は DHCP
で�P�に�Eされます。DHCP では、Windows �!を�して IP をチェックできます。
たとえば、Y4アイコンのIで®クリックします。

6.1.2 }|IP
デバイスの IP を2Pで�Eするには、 BraggMONITOR PI のÁ²されたインターフェイ
スを�します（e:：�7.4 7 BraggMONITOR PI Software）。LAN ケーブルをY4す
ると、��ウィンドウの IP �Eが�pBになります。
� ��ボタン (�7.1の5�)を¦します。
� ［Use following IP address］ を]«します。
� 	�の IP アドレスとサブネットマスクを��します。

6.2 リモートモード

6.2.1 リモートモードの~�
コマンドをインテロゲータにtUすると、デバイスはリモートモードになり、
�6.1に�すようにデバイスの�Iがロックされます。
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�6.1 リモートÂ�Iのデバイス。

おUらせ
i
が BraggMONITOR PI で\]されている�にÝÍされたコマンドはすべてÞßされ、
àáは :NACK:REMOTE MODE NOT POSSIBLEとなります。

6.2.2 リモートモードをv�
リモートモードを.Tするには、ïい�Iのì�の¼Lを¦します。つまり、ジェネ
ラルバーt:の�Iのすべての�_を�できます（e：7.2.1��^7と89^7
にある�7.1）。

6.3 ��プロトコルのシンタックス

6.3.1 コマンドシンタックス
Òコマンドは ASCII �«Ðで、�Hは「 : 」でí�られ、「 Line Feed 」および
「 Cariage Return 」�«（「 End of Line 」）で.Tします。
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�6.2 TCP ÚÍスキーム。

FS42PI のコマンドは、ポート 3500 からtUされます。Continuous Acquisition
(e:：6.3.5.2、 42ページ)をqくすべてのコマンドは、ÕじポートghでÃUされま
す。Continuous Acquisition（�493）の�ðはポート 3365 を�して93されます。
FS42PI ポータブルインテロゲータにÁ�されたコマンド#�の�«は、
のようにrM
しています：

C Bコネクタ ñH。1から4
T しきいG òP�H{。0 ～ 60 （dB）
FML H o� の「ｘ」は&�の�P(nm)を�す。&��P

は、Ü"&�から*E&�を�いたGです。
YYYY.MM.DD ³s ñH。

YYYY –Å。
MM –Ä。
DD - ³。

HH.MM.SS <" ñH。
HH –<。
MM –i。
SS ：¥

エラーメッセージには、いくつかのóEがあります。
:NACK:INVALID COMMAND

コマンドが�îしません。スペルが?しいかどうかをZします
:NACK : ’ ? ’Nèの�«にするP/があります

sent コマンドには「 ? 」が、コマンド�«ÐのôõにvまれているP/があります
:NACK:ARGUMENT OUT OF RANGE
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コマンドで�EされているパラメータにE%されているGが、pBな"vを5えていま
す。

:NACK:REMOTE MODE NOT POSSIBLE
FS42PI デバイスはj!�であり、データ93�です。データX�をローカルでÉnし、
コマンドをÍtUします。

6.3.2 %��なコマンド

:IDENtification?
K|タイプとファームウェアリビジョンを:ïします。Nðされる�«Ðは、
�w»、インテロゲータðとリビジョン、コネクタH、シリアル�,、およびソフト
ウェアの³sで#$される「 : 」でí�られたリストです。
ã:

コマンド :IDEN ?
�え :ACK:HBK FiberSensing:FS42PIv5:04:046 840 200 815:20230731

6.3.3 システムコマンド

:SYSTem:REBooT
デバイスをÍ4Pします。
ã:

コマンド :SYST:REBT
�え （�ðなし）

:SYSTem:BATTery?
バッテリのCîのレベルをJい�わせます。�ðには、Cîのバッテリーレベルがパ
ーセントで��されます。
ã:

コマンド :SYST:BATT?
�え :ACK:98.0
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6.3.4 ステータスコマンド

:STATus?
Cîのj!ステータスをK|に:ïします。インテロゲータのCîのステージにrM
するñHGでの�ð：0 –エラー、1 –"y�T、2 –（xr¯み、Ij�）、
3 –ウォームアップ�。
ã:

コマンド :STAT ?
�え :ACK:1

6.3.5 ��コマンド

6.3.5.1 �%��

:ACQUisition:CONFiguration:THREshold:CHANnel:C:T
FS42PI の C コネクタにあるピーク)HアルゴリズムのしきいGを�Eします。
しきいGは 0 ～ 60 dB のGです。
ã:

コマンド :ACQU:CONF:THRE:CHAN:2:20
�え :ACK

:ACQUisition:CONFiguration:THREshold:CHANnel:C?
FS42PI の C コネクタのピーク)HアルゴリズムのしきいGを:ïします。
しきいGは 0 ～ 60 dB のGです。
ã:

コマンド :ACQU:CONF:THRE:CHAN:2?
�え :ACK:20.0

:ACQUisition:OSATrace:CHANnel:C?
FS42PI の C コネクタにあるファイバブラッググレーティングセンサのBスペクトル
トレースを93します。サンプリングi)Bが5pmの 1500 ～ 1600 nm
の�'な&�でのBスペクトルトレースをNします。
ã:

コマンド :ACQU:OSAT:CHAN:1?
�え :ACK: -41.064 、 -40.965 、 -40.719 、 -40.420 、 -40.116 、

-39.848 、 -39.651 、 -39.574 、 -39.624 、 -39.755 、 -39.919 、
-40.074 、 -40.176 、 -40.203 、 -40.182 、 ( … )
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:ACQUisition:WAVElength:CHANnel:C?
FS42PI の C コネクタでFBGセンサのピーク&�を93します。しきいG�EおよびE
%されたÖÓにMじて、FBGセンサのピークサンプルをNします。
�：ÖÓをリモートでE%することはできません。リモートモードでは、Cîデバイ
スでE%されているÖÓが�されます。
ã:

コマンド :ACQU:WAVE:CHAN:1?
�え :ACK 1523.6573、1554.0709、1566.7846

:ACQUisition:ENGIneering:CHANnel:C?
FS42PI の C コネクタで、ÖÓ （FML ）に�ってエンジニアリングGを93し
ます。NされるGは、;にコネクタにE%されたしきいGに�っています。
ã:

コマンド :ACQU:OSAT:CHAN:1?
�え :ACK:30.45,25.85,0.2582,3.2154

:ACQUisition:POWEr:CHANnel:C?
FS42PI の C コネクタにあるFBGセンサの'(を93します。しきいGの�EにMじ
て、FBGセンサの'(をNします。
ã:

コマンド :ACQU:POWE:CHAN:1?
�え :ACK:-41.064,-40.965
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6.3.5.2 ����

:ACQUisition:WAVElength:CONTinuous:STARt
FS42PI のすべてのチャネルで、FBGセンサのピーク&�をö4�に93します。
このコマンドはポート3500ghでtUされ、rMするデータはポート3365
ghでÃUされます。ðえは、タイムスタンプの® が « YYYY.MM.DD:hh:mm:ss »
でSまり、そのèに&�が「 : 」でí�られたすべてのコネクタから
「 , 」でí�られた&�のóÏLにôんでいる�«Ðです。
��：センサのないコネクタがある��は、「 : 」の"に&�はありません。
ã:

コマンド :ACQU:WAVE:CONT:STAR
�え Port 3500 » :ACK

Port 3365 » :2011.10.07:16:04:52: 1523.6573, 1554.0709,
1566.7846, …1567.6987, 1584.9825: 1534.9824

:ACQUisition:OSATrace:CONTinuous:STARt
FS42PI のすべてのコネクタのBスペクトルトレースをÕ<にö4�に93します。
このコマンドはポート3500ghでtUされ、rMするデータはバイナリ® でポー
ト3365ghでÃUされます。ðえは、20001ポイントにインテリゲータのBコネクタ
Hを÷けたõA(（8バイト）&Ðを�すビッグエンディアンのバイナリストリーム
です。バイナリストリームのN¾の 4 バイトは、1み9るデータバイトHを�し
ます。インテリゲータの�Uプロトコル#�に+�するように、キャリッジリターン
/ ラインフィード（ CR/LF ）もストリームにvまれているため、ストリームのN¾の
4 バイトからNされるGに「 2 」をxÏするP/があります。
Nされるデータは、 1500 nm ～ 1600 nm のポイントを 5 pm
ごとにサンプリングしたすべてのBコネクタの OSA トレースの'(Gを�します。
ã:

コマンド :ACQU:OSAT:CONT:STAR
�え Port 3500 » :ACK

Port 3365 »
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:ACQUisition:ENGIneering:CONTinuous:STARt
すべてのコネクタのE%されたすべてのÖÓで、ÖÓ （FML）に�ってエンジニア
リングGをö4�にX�します。
このコマンドはポート3500ghでtUされ、rMするデータはポート3365
ghでÃUされます。ðえは、® が「 YYYY.MM.DD:hh:mm:ss 」のタイムスタンプ
でSまり、そのèに「 : 」でí�られたすべてのチャネルから
「 , 」でí�られた&�のóÏLにGが4く�«Ðです。
�：E%されたÖÓ�にセンサが)Hされない��、インテリゲータは -998
をNします。
ã:

コマンド :ACQU:ENGI:CONT:STAR
�え Port 3500 » :ACK

Port 3365 » :2019.07.07:16:04:52: 1523.6573, -998, 1566.7846,
…1567.6987, 1584.9825: 1534.9824
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7 BRAGGMONITOR PI SOFTWARE

7.1 %��な��

7.1.1 ソフトウェアバージョン
��では、HBK ファイバセンシングブラッジモニトール PI ソフトウェアバージョン v5.1
について��します。

7.1.2 ソフトウェアの��
ソフトウェアのCîのバージョンは、Info ボタン(�7.1 の 5 �)。を�してZできま
す。
インテロゲータのソフトウェアを�6できます。このアップデートは、
HBK FiberSensing のサポートをkしてリモートでj!できます。
�5については、HBKファイバセンシングにおJい�わせください。

おUらせ
アップデートを\]するには、FS42PIデバイスがLAN56でインターネットにÜqされ
ているm�があります。

ヒント
デバイスのシリアルä	をåらせるm�があります。このä	は、バックパネルにæら
れているラベルに��されています。

OP
ソフトウェアの@Aによってオペレーティングシステムの�は^@されません。
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7.2 GUI (グラフィカルユーザーインタフェース)を./
BraggMONITOR PI ソフトウェアは、�Iを 2 つのKBエリアにiÑします。;に�p
Bなコントロールをvむu	ツールバーと、iHのメニューがタブでí�られたI	メ
インエリアがあります。

7.2.1 %���と����
ツールバーでは、;に�pBなコントロールは
のとおりです：

�7.1 General bar

1 ����
�����_には、ユーザーへのさまざまなóEのメッセージが��されます。これら
は、アラームレベルにMじてViけされています。
�Iの³sと<÷は、 DD-MM-YYYY hh ： mm ： ss の® で��されます。これは、
Windows の�EでE%されている<"にrMします。
�の�øには、インテロゲータのY4ステータスに
する��が��されます。
�uに�}ステータスが��されます。メッセージと��の×を
に�します：

Measuring ... (�*�...)�4X�<
Saving data ... (データを���...)データの��<
Scanning ... (スキャン�...)�Pスキャンプロセスがn!�の��
Testing ... (テスト�...)�Eタブのテストボタンを¦した<
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Error on sensor
configuration
(センサ#$のエ
ラー)

E%された#$にエラーがある��：
オーバーラップÖÓ：
センサ « ð » ù #�エラー：
- センサが�Úに¤Þでない でE%された��。reference

« name » は、エラーを�すセンサのð を�します。
��'な�E：
- �'にE%されていないセンサがある��。
- B{ センサの��：ð 、&�e:、ÖÓN�、ÖÓNm、

または がありません
- �Úセンサの��：ð または がありません

®Iに、�pBなディスク�_が��されます。
®の�øには、バッテリー��レベルとステータスが��されます。
1, (e:�7.1) とマークされた�_をクリックすると、ログøùがポップアップ��され
ます。
2 Start （��）：データX�の�SおよびÉn。
3 ��：データの�?を�SおよびÉn。
データの�?�にこのボタンを¦すと、データセットð�Eのポップアップが��さ
れます（e:： �7.2）。�?されたデータセットは、�� ボタン.を¦して·yする
こともできます。

�7.2 データセットè

4 Explorer：��されたファイルやその�のリソースにÆWにアクセスできるように、
Windows エクスプローラウィンドウを�きます（e:： �7.3）。
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�7.3 Windows エクスプローラウィンドウ

5 ��：�K|に
する����を��します（e:：�7.4の1�)このボタンを¦す
ことにより��、このユーザーマニュアルへのアクセスする��をvむ。
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�7.4 éêウィンドウ

��ウィンドウには
の��が��されます：
� インテロゲータモデル
� インテロゲータ SW バージョン
� インテロゲータ SW のリリース³
� インテロゲータシリアル�,
� IPアドレスとサブネットマスク
� HBK FS �µä��
� ユーザーマニュアルをÛびHすボタン

6 Exit: アプリケーションをv�します。

7.2.2 グラフ��
グラフ�_は、
の 4 つのタブにiかれています。
� スペクトル
� #$
� データX�
� データ
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7.2.2.1 スペクトル
[Spectrum] タブは;にアクセスpBです。
このタブは、インテロゲータにY4されたセンサのスペクトルMðを�します。

�7.5 [Spectrum] タブ

1 サンプリングi)Bが 5pm の、KLB'(（dBm） を1500 nm ～ 1600 nm
のÖÓで 20000 データポイントによりスペクトル�C。

2 Bコネクタ]«:�(に 1つのBコネクタだけが��されます。
3 e:(Reference)の]«。t に��したスペクトルイメージは、ドロップダウンリス
トから]«することでグラフにプロット(�7.5の1�)できます。e:を��するに
は、 Add Refボタンを¦します (�7.5の10�)

4 �E��:このテーブルには、)HされたピークとE%された)HÖÓ（チャネル）
に
する��が��されます。

5 オートスキャン ツール�_
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�7.6 オートスキャンツール

Autoscanボタン(�7.6の1 )を¦すと、デバイスは]«したコネクタをスキャンしてピー
クU,を)Hし、�Eタブにセンサのリストを�P�に�hします (e:：セクション
7.2.2.2 “ëì”, 54ページ)。
*EGのThreshold(�7.6の2)しChannel Width (�7.6の3 )のGは、ボックスでE%され
たGとHなされます。これらのGは、úúキーボードが��されるので、ボック
スをクリックしてû�できます。しきいGは、j-のU,とノイズをí�するために
*E�に�されるGにrMし、Nmピークからuへ dB W¼で*Eされます。チャン
ネルüは)Hされたピークのûりに}$されるチャネルのüをE%する nm 
W¼のGです。チャネルüは、E%されたチャネルのN�^.とNm^.の"の
$%にrMします。

�7.7 オートスキャンポップアップウィンドウ

オートスキャンポップアップでは、P/にMじて、オートスキャンプロセスにP/なし
きいGを�Eすることもできます(e:：�7.71 �)。�Pスキャンで�されるしきい
Gは、N¾のz{で?しいピークの|�をサポートするために、*EしきいGを5える
ことがあります。これは、サイドローブをセンサとして|�するP/がないためです。



51
FS42PI
BRAGGMONITOR PI SOFTWARE

6 ログ / リニアスケール ボタン。

�7.8 îïスケールビュー

ü¢スケールは、Scale button (e:：�7.56� )。を¦して、rH（デフォルト）
から1®に��できます。
デフォルトでは、スペクトルはrHスケールで�され、しきいGはNmピーク93Gか
ら dB W¼で�されます。「Linear」に�りýえた��、þüは]«したコネクタ
(�7.8) で�pBなNmKLピークに?*¶され、?*¶したしきいGはNm93ピー
クGに
するB'(W¼に�}するように��されます。ボタンのラベルは、1®また
はrHのýýオプションに�わせて��されます。
7 Zoom Fit ボタン
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8 Save Dataは、スペクトルをデータとして��します。データは、
「 .txt 」ファイルにエクスポートできます。

�7.9 bcされたスペクトルデータファイルのã

9 Save Image
スペクトルを��するイメージボタン。スペクトル�C、]«したBコネクタ、
e:、#$��、および�Pスキャンツール�_をvむ�áを��します。

10 Add Ref ボタン。Cîのスペクトルを、Cî*Eされているスペクトルとともにスペ
クトル�_のe:トレースとして��するために��します。
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11 Manage Ref ボタン。t に��したe:のリストを�きます (�7.10)。

�7.10 リファレンスマネージャー
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7.2.2.2 gh
�Eタブには、�Eされているセンサのリストがあります。

�7.11 [ëì] タブ
1 Optical connector selection:

これは、�pBなBコネクタのリストと、�Úセンサのリストのúúコネクタで
す。センサテーブルに��されているセンサは、]«したコネクタにrMしていま
す。

2 Configuration Table:
�Eテーブルには、センサの�Eに
する
���が��されます：
- ð: センサのð をリストします。�Pスキャンをj!する��、センサのþðは

の® で�P�に!われます。
- OC3S004 -> Bコネクタ�, 3 、センサH 4�を��します。
- �Pスキャンでは、データが�hされたリストがÜ"&�の�Lにû$されま

す。
- Reference Wavelength(nm): センサのe:&�を nm W¼で�します。

- e:&�は、&��Pを�ÚするためのGです。
- �Pスキャンでは、データが�hされたリストがÜ"&�の�Lにû$されま

す。2Pで}$したコンフィギュレーション、2Pでû�したコンフィギュレ
ーション、またはアップロードしたコンフィギュレーションは、Ü"&�のL
�に�わせて�P�にÍû$されます。
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- Formula: これに、エンジニアリングGの�Ú を�します。この では、センサ
のE%されたe:&�（nmW¼）と*E&�（nmW¼）の"の&�_
（x in nm）のH{
Hを�します。
- �Pスキャンでは、 は x です
- �Úセンサでは、*EされたセンサG（エンジニアリングW¼）または*EG

のEみ�わせにÜづいて を}$できます。
- H から"~ったGが�Úされた��、t|は -998 になります。

センサラインをクリックすると、ポップアップが��され、]«したセンサのCîの�
EとGが�されます。
3 Configuration tools (�Eツール): この�_では、#$の�Eをするためのツールを�
できます。

�7.12 �ツール

1 New Configuration (New Cfg): �ÚチャネルをvむすべてのチャネルIのすべての
センサの��の�Eをリアします。

2 Manage Configuration (Manage Cfg): コンフィギュレーションの�Eをû�します
。#$の�Eは、データセットðにrMしています。これらの�Eは、�Eが��さ
れると��され、�Eが�かれると�6されます。

3 Save Configuration (Save Cfg): �Eをデータベースに��します。�Eファイルは
FS42PI および BraggMONITOR PI とのみÀ��があります。

4 Zero: ]«したセンサのオフセットに「ゼロ」を+します。これは、デバイスがス
キャンをj!し、]«したセンサのe:&�をCîの&�Gに�6することを��し
ます。クリックすると、センサ]«のポップアップが��されます。

5 Test: *Eされた&�（Bセンサの��）と�ÚされたエンジニアリングGを�Eテ
ーブルに��して、Cîの�Eをテストします。

6 New Sensor: 6しいセンサを}$します。センサE%のダイアログを�きます。
7 Edit Sensor: センサ�Eテーブルで]«したセンサをû�します。センサû�のダ
イアログを�きます。

8 Delete Sensor: センサ�Eテーブルで]«したセンサをëqします。
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おUらせ
オープンソース JSON エディタを��して�ìされたëìを��して BraggMONITOR PI
にロードすることもできます。

7.2.2.3 Acquisition
X�タブには、93したデータがグラフィック® またはHG® で��されます。

Graphical display
グラフ��には、X�された*EGが<"グラフで��されます。

�7.13 ñò+,óきの [Acquisition] タブ

1 Plot Selection Area
これは、93されるデータのグラフ��をE%するための�_です。
� プロットの]«は、�Eされているセンサの®のドロップダウン・リストを�し

てj!できます（リストは、センサのð をクリックすると��されます）。
� 14プロットに^.
� Õじセンサの 2つtIのプロットを}$できます
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� ºEカラー
� プロットのクイック]«
N¾にE%された 14 �のセンサをリストに�hする6しいコンフィグレーションを}$
すると、プロット]«が�P�に}$されます。プロットのL�、センサの]«、また
は]«したプロットに��がある��は、Nèのリプレゼンテーション#$が#$とと
もに��され、�の<"にÛびHすことができるように��されます。

OP
「スペース」をôむè£は、Aõまたはö
÷みのセンサ（またはøùセンサ）にú�
できます。データをエクスポートまたはö
するMN、è£はユーザーによって�üさ
れたとおりになります。ただし、センサè（センサまたはøùセンサ）の「スペース」
は、[�ý] タブおよび [データ] タブのþãビューでのみアンダースコアに¥きÒえられ
ます。

2 Data Graph: データを<"グラフで��します。
3 Graph Time Scale: ��されるタイムスケールは、"vと"vのW¼を]«すること

によってE%でき ます。タイムスケールのW¼に�EできるGは
のとおりです。
� ¥
� i
� <
スケールのGは、]«したW¼に�って)�されます。
� 1≤ ¥ < 60
� 1≤ i < 60
� 1≤ < ≤ 10
4 Vertical Fit:��されているデータをþüpに�わせます。
5 Clear:グラフ�_をクリアします。
6 Values/Legend button: ユーザーは、
の 2 つの�なるビューを�りýえることがで

きます。
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�7.14 Graph legend vs graph values

� Legend View （�7.14の1）：�Eされているセンサのð 、Ñり�てられている
V、および]«を��します。

� Values View（�7.14の2）：�Eされたセンサのð とCîのGを��します。
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Numerical display:
[ Numerical] タブに��されるGは、ÒセンサでX�された*EGで、Bチャネルご
とに�® でû$されています。

�7.15 Acquisition tab with numerical display

このタブでは、*EGは93�に、センサðの に��されます。
G（センサðまたは*EG）をÊつセルをクリックすると、そのセンサに
する�'な
��を�すポップアップが��されます。
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7.2.2.4 データ

�7.16 Data tab

1 Plot selection area: これは、��されているデータのグラフィック�CをE%するた
めの�_です。
- プロットの]«は、��されているセンサのドロップダウンリストの®でj!さ
れます（リストは、センサのð をクリックすると��されます）

- 14 �のプロットに^.されています
- Õじセンサで 2つのプロットをÊつことができます
- ºEV
- プロットのクイック]«

2 Data Graph: t に��したデータを<"グラフに��します。
3 Dataset selection: ]«するためにt に��したデータセットのリストが��され

たドロップダウンを�きます。
4 Zoom Fit: グラフIのすべてのデータを��します。
5 Manage data: t に��したデータセットを89するためのダイアログを�き

ます。
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�7.17 bcデータ��

1 Select All: リストIのすべてのデータセットを]«します。
2 Export: データセットを「 .txt 」® でエクスポートします。
データセットは 30 i"のデータからなる「 .txt 」ファイルにiÑされ、
m3のファイルの�9を;nします。

3 Rename: ]«したデータセットのð を��します。
4 Delete: ]«したデータセットをëqします
5 Back: ��をj!せずに¬ります。
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